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私たちをよろしく/
大人への門出をたくさん

の方から祝福され､洋々た

る未来に第一歩を踏み出し

ました｡

(関連記事6･7ページ)
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町の人口世帯数 く1月川 現在〉人口12,010人(+3)男5,897人(+3)女6,113人(土0)世帯数3,060世帯(+3)
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::A:∴と
い
･う
甘

い
.考
え
か

コ
IIFス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
い
ま
泣
い
て
い
ま
す

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
､
基
本
的
な
利
用
ル
ー
ル
を
守

ら
な

い
人
の
手
に
よ
上

空
缶
や
ビ
ニ
ー
ル
等
が
散
乱
し

悪
臭

の
漂
う
場
所
に
な
り
が
ち
で
す
｡
そ
こ
で
､
ゴ
ミ
処

理
経
費
節
減
の
た
め
に
も
'
ゴ
ミ
の
出
し
方
を
ち
ょ
っ
と

工
夫
し
､
清
潔
で
快
適
な
環
境
を
保
つ
た
め
､
皆
さ
ん
も

〟
現
代
社
会

の
怪
物
〟
と
ま
で
言
わ
れ
る
ゴ
ミ
の
扱

い
方

を
い
ま

一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
｡

コ
三
の
区
分
と
出
し

方
に
は
気
を
つ
け
て

町
で
は
､
ゴ
ミ
を

｢
燃
え
る
ゴ

ミ
｣
と

｢
燃
え
な
い
ゴ
ミ
｣
と
に

分
け
て
収
集
処
理
し
て
い
ま
す
が
､

生
ゴ
ミ
や
紙
く
ず
な
ど
と

一
緒
に

空
缶
や
空
ビ
ン
な
ど
が
混
じ
っ
て

い
る
場
合
が
多

い
の
で
､
ゴ
ミ
の

区
分
は
正
確
に
お
願

い
し
ま
す
｡

ま
た
､
通
常
家
庭
か
ら
出
さ
れ

る

｢
生
ゴ
ミ
｣
に
は
､
70
%
以
上

の
水
分
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
'

収
集
車
1
台
か
ら
出
る
汚
水
は
､

ド
ラ
ム
缶
約
2
本
に
も
な
り
ま
す
｡

こ
の
た
め
､
最
新
の
施
設
で
も
重

油
な
し
で
は
よ
-
燃
え
ず
､
焼
却

炉
の
温
度
も
上
が
ら
ず
恐
ろ
し
い

ほ
ど
炉
が
傷
み
ま
す
｡
従

っ
て
､

家
庭
で

｢
生
ゴ
ミ
｣
を
出
す
場
合

は
､
ち
ょ
っ
と
ひ
と
握
り
の
水
を

切
る
こ
と
と
紙
類
を

一
緒
七
入
れ

る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
｡

曜
日
に
収
集
し
て
い
ま
す
が
､
最

近
の
状
況
を
見
る
と
､
収
集
日
を

守
ら
な
い
で
出
さ
れ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
｡
収
集
日
以
外
に
出

さ
れ
た
ゴ
ミ
は
､
犬
や
猫
等
に
よ
っ

て
荒
ら
さ
れ
た
り
､
悪
臭
な
ど

で
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺
の
家
庭
に

迷
惑
が
か
か
り
ま
す
｡

ま
た
､
空
缶
等
の
燃
え
な
い
ゴ

ミ
に
つ
い
て
も
毎
月
3
･
17
日
の

2
回
収
集
し
て
い
ま
す
が
､
い
ず

れ
に
し
て
も
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
'

｢
ゴ
ミ
を
置
-
と
こ
ろ
｣
で

あ
り

｢
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
こ
ろ
｣

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
､
ゴ
ミ
を

出
す
時
は
収
集
日
の
午
前
8
時
30

分
ま
で
に
指
定

の
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
出
し
ま
し
ょ
う
｡

ゴ
ミ
は
収
集
日
に

燃
え
る
ゴ
ミ
は
'
毎
週
火

･
金

ボランテ ィアによるゴ ミ収集

美
し
い
郷
土
を
日
ざ
し
て

最
近
ど
こ
の
自
治
体
で
も
大
き

な
社
会
的
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
る

問
題
に
廃
棄
物
処
理
が
あ
る
｡
私

た
ち
の
郷
土
光
町
も
そ
の
例
外
で

は
な
い
｡
町
が
昭
和
63
年
度
に
ゴ

ミ
処
理
の
た
め
に
要
し
た
経
費

は
6
､
5
9
5
万
円
と
報
告
さ
れ
て

い
る
｡
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
数

年
た
つ
と
1
億
円
に
も
な

っ
て
し

ま
う
だ
ろ
う
｡

ゴ
ミ
処
理
と
い
っ
て
も
そ
の
内

容
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
｡
私
は
芝

崎
に
居
住
し
､
現
在
区
長
と
し
て

集
落
の
ゴ
ミ
収
集
所
の
管
理
を
し

て
い
る
が
､
捨
て
ら
れ
て
い
る
ゴ

ミ
の
内
容
物
に
し
て
も
､
捨
て
方

に
し
て
も
そ
の
無
責
任
さ
に
は
あ

き
れ
て
物
が
い
え
な
い
腹
立
た
し

さ
を
感
じ
て
い
る
｡
ゴ
ミ
収
集
所

の
現
状
か
ら
感
じ
て
い
る
こ
と
を

思
い
つ
-
ま
ま
に
話
し
て
み
た
い
｡

現
在
の
ゴ
ミ
収
集
所
は
収
集
所

で
な
-
ゴ
ミ
捨
て
場
と
化
し
て
い

る
｡
収
集
所
に
は

〓
疋
の
ル
ー
ル

が
決
め
ら
れ
て
い
る
｡
こ
の
き
ま

関

儀

祐

(芝
崎
)

り
が
全
-
守
ら
れ
ず
投
棄
さ
れ
て

い
る
｡
芝
崎
区
の
東
部
に
あ
る
収

集
所
は
周
辺
に
人
家
も
な
-
広
い

用
地
の

一
角
に
あ
る
た
め
自
動
車

か
ら
の
投
棄
も
可
能
で
あ
る
｡
棄

て
る
者
に
と
っ
て
は
最
高
の
場
所

で
あ
る
｡
収
集
日
の
時
間
や
曜
日

は
無
視
さ
れ
て
い
る
｡
特
に
夜
間

に
他
地
区
か
ら
持
ち
込
み
投
棄
さ

れ
て
い
る
の
が
現
況
で
あ
る
｡

ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て
は
､
町
当

局
も
町
内
放
送
や
印
刷
物
等
を
通

し
て
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
が

仝
-
効
果
は
み
ら
れ
な
い
｡
要
は

住
民

一
人

一
人
の
自
覚
の
問
題
で

あ
ろ
う
｡

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
'
社

会
生
活
を
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
､

モ
ラ
ル
の
問
題
等
に
つ
い
て
､
家

庭
内
の
話
題
と
し
て
､
こ
の
話
題

を
更
に
隣
近
所
と
話
題
の
輪
を
広

げ
町
全
体
の
輪
を
更
に
拡
大
し
､

美
し
い
郷
土
光
町
を
子
や
孫
に
継

承
し
た
い
も
の
だ
と
想

っ
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
あ
る
｡

可燃 ゴ ミと不燃 ゴ ミは､必ず区分 して出 しましょう/
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勇
壮
な
行
進

･功
労
者
に
表
彰

厳
寒

の

1
月
9
日
､

役
場
前
広

場

で
消
防

出
初
式

が
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
｡

団
員
3-5
名
が
参
加
し
､
緊
張
し
た
ふ
ん
困
気
の
中
で
観

閲
'
消
防
署
員
に
よ
る
ポ

ン
プ
操
法
模
範
演
技
の
披
露
､

ま
た
分
列
行
進
'
車
両
行
進
で
は
勇
壮
な
姿
を
見
せ
て
-

れ
ま
し
た
｡

そ

の
後

､

長
年

消
防

活
動

に
功
労

の
あ

っ
た

方

々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
｡

第

5
分
団
第
1
部
部
長

第
6
分
団
第
3
部
部
長

第
7
分
団
第

1
部
部
長

秋
葉
精

1

第

7
分
団
第
2
部
部
長

椎
名
文
雄

第
7
分
団
第
3
部
部
長

高
橋
忠
男

第
7
分
団
第
4
部
部
長

美
川
正
辰

県
消
防
協
会
長
表
彰

▲功労者60名を表彰

▲大木副団長 の指揮 によ り団員が整列

被
表
彰
者
は
次
の
通
り
｡(敬

称
略
)

知
事
表
彰

▼
功

労

章

本
部

付
部
長

川
島
信

一

▼
精

勤

章

中

央

分
団
長

師
岡
茂
雄

第

6
分
団
長

越
川

浩

▼
功

労

章

本
部

付
部
長

第

7
分

団
長

▼
精

勤

章

第

3
分
団
長

第

4
分
団
長

第

5
分
団
長

第

8
分
団
長

深
EB
正

1

大
木
武
夫

山
崎
貞

一

土
屋
孝
雄

川
島

透

鈴
木

実

県
消
防
協
会
海
匝
支
部
長
表
彰

▼
功

労

章

中
央
分
団
第

1
部
部
長

椎
名

功

第
2
分
団
第
1
部
部
長

鈴
木
政
美

第
2
分
団
第
2
部
部
長

土
屋
高
宏

第

5
分
団
第
2
部
部
長

原

昇

第

5
分
団
第
3
部
部
長

鈴
木

博

第

5
分
団
第
4
部
部
長

越
川
義
男

第
8
分
団
第
2
部
部
長

第
8
分
団
第
3
部
部
長

中
央
分
団
第
1
部
副
部
長

中
央
分
団
第
2
部
副
部
長

第
2
分
団
第
2
部
副
部
長

第
5
分
団
第
1
部
副
部
長

第
7
分
団
第
1
部
副
部
長

第
7
分
団
第
4
部
副
部
長

第
8
分
団
第
4
部
副
部
長

町
長
表
彰

▼
感

謝

状

八
日
市
場
市
外
三
町
消
防

組
合
消
防
士
長

伊
藤
文
康

最
上
光
衛

長
崎
光
明

小
林

三
代
次

小
川
幸

一

渡
辺
智
和

吉
田

豊

向
後
則
和

実
川

通

並
木
文
男

消
防
団
長
表
彰

八
日
市
場
市
外
三
町
消
防

組
合
消
防
司
令
補

岩
滞
道
彦

海
匝
支
庁
長
表
彰

中
央
分
団
第
2
部
部
長

椎
名

茂

第
3
分
団
第

3
部
部
長

鈴
木
重
勝

ト
模
範
演
技
を
行
う
消
防
署
員

第
6
分
団
第
1
部
部
長

第

6
分
団
第
2
部
部
長

第

8
分
団
第

1
部
部
長

第
8
分
団
第
4
部
部
長

▼
精

勤

章

第
1
分
団
第

1
部
部
長

第
1
分
団
第
2
部
部
長

第
1
分
団
第
3
部
部
長

第
2
分
団
第
3
部
部
長

第
3
分
団
第
1
部
部
長

第
3
分
団
第

2
部
部
長

第
3
分
団
第
4
部
部
長

第
4
分
団
第
1
部
部
長

第
4
分
団
第

2
部
部
長

向
後

憲

越
川
正
美

石
田
正
吉

実
川
邦
夫

小
林
道
男

関
川
尚
己

加
瀬
芳

一

山
本
利
夫

大
木
信
幸

小
浅

初
十
見

鈴
木
正
明

加
瀬
博
信

土
屋
信
治

▼
特

別
功
労
章

第

1
分

団
長

第

2
分
団
長

第

7
分
団
第
4
部
団
員

▼
功

労

章

第
2
分
団
第
3
部
副
部
長

第
8
分
団
第
2
部
副
部
長

中
央
分
団
第
1
部
班
長

中
央
分
団
第
3
部
班
長

第

5
分
団
第
3
部
班
長

第
5
分
団
第
4
部
班
長

第
2
分
団
第
2
部
団
員

第
7
分
団
第
3
部
団
員

第
7
分
団
第
4
部
団
員

第
8
分
団
第

4
部
団
員

鈴
木
俊
夫

山
崎

光

川
野
稔
康

内
藤
洗

1

伊
藤
走
幸

鈴
木

豊

鈴
木
寿
男

鈴
木
憲
昭

越
川
堅

l

大
木
慎

一

向
後
裕
通

仲
村
忠
雄

早
川
政
男





十∴∴∴パジャンプ
1月15日164名が成人 を迎 えました｡この 日町民

会館 で成人祝賀会が行われ133名が出席 しました｡

式典 は､10時か ら始 ま り､町長か ら ｢社会 人

としての権利 ･義務 を共有 し､ りっぱな社会 人

になって下 さい｡また､社会的弱者に､愛の手 を

さしのべ る勇気 と心根 を養 って下 さい.J とあ

ろ
う
か
｡
二
十

才
の
娘
を
持

つ

父
親
に
と
っ
て
､

』
▼

あ
と
数
年
も
し

(7)広 報 ひ か り

勇
気
を
持
っ
て
.

素
晴
ら
し
い
人
生
を

当時3年3組担任

鵜之沢 正 吉 先生

成
人
お
め
で
と
う
｡
り

っ
ば
に

成
長
し
た
皆
さ
ん
に
､
儀
の
言
葉

を
贈
り
た
い
と
思

い
ま
す
｡

特
に
仕
事
に
対
し
挑
戦
的
で
あ
っ

て
ほ
し
い
､
ま
た
発
想
が
自
由
で

あ

っ
て
ほ
し
い
｡

今
日
か
ら
歩
ま
れ
る
道
は
､
平

坦
で
は
な
い
こ
と
は
十
分
承
知
の

こ
と
と
思

い
ま
す
｡
ぜ
ひ
勇
気
を

持

っ
て
､
素
晴
ら
し
い
人
生
を
切

り
開
い
て
い
っ
て
下
さ
い
｡

社
会
人
と
し
て

自
覚
と
責
任
を
胸
に

iZ 5 E)

当時3年4組担任

早 川 政 代 先生

成
人
の
日
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡
大
人

の
仲
間
入
り
に
希
望
い
っ
ぱ
い
の

心
を
弾
ま
せ
て
お
い
で
の
こ
と
で

し
ょ
う
｡
御
家
族
の
皆
様
は
勿
論

の
こ
と
社
会
の
す
べ
て
の
人
が
皆

様
の
前
途
を
祝
福
し
て
お
ら
れ
ま

す
｡
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
と
責

任
を
胸
に
今
後
の
御
活
躍
を
心
よ

り
御
期
待
申
し
上
げ
ま
す
｡

た
ら
出
会
う
で
あ
ろ
う
娘
と
の
別

れ
で
あ
る
｡
た
だ
父
親
は
､
娘
が
ご

-
普
通
の
平
凡
な

一
生
を
送

っ
て

-
れ
れ
ば
-

-
･｡
ど
ん
な
男
性

と

一
生
を
共
に
す
る
の
か
-
-
-
0

良
き
人
と
の
め
ぐ
り
会

い
を
願
う

だ
け
で
あ
る
｡
人
は
人
と
の
出
会

い
に
よ
り
人
生
が
展
開
し
､
そ
こ

よ
り
幸
､
不
幸
が
生
ず
る
｡
何
事

に
遭
遇
し
て
も
す
べ
て
己
の
心
も

ち
し
だ
い
で
あ
り
､
運
命
を
甘
受

し
そ
こ
よ
り
生
れ
出
て
ほ
し
い
｡

I_.*

骨

】

橋
場

青
木
佐
保
子
さ
ん

す
で
に
社
会
人
と
し
て
働
い
て

い
る
人
も
い
ま
す
が
'
祝
福
さ
れ

た
成
人
式
を
境

に
､大
人
と
し
て

の
意
識
が
は
っ

き
り
し
た
こ
と

で
し
ょ
う
｡
多
-

の
希
望
と
共

に
､
責
任
も
重
-
な
り
ま
す
｡

も
し
挫
け
た
時
､
相
談
で
き
る
人

を
持

っ
て
-
だ
さ
い
｡
早
い
解
決

が
､
次
の
活
躍
を
大
き
な
も
の
に

す
る
と
思

い
ま
す
｡
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〔日ざしの中の水門〕

2
の
2

秀
島

幸
江さ
ん

水
門
の
光
の

当
たっ
て

い
る
部
分

と
､

陰
の部
分

を
変
化
さ

せ
る

よう工
夫

し
ま
し
た
｡

3
の
-

鈴
木
貴
子
さ
ん

遠
近
感
が
出
る
よ
う
工

夫
し
ま
し
た
｡

〔栗 山 川 〕

三つ■亡三三コ■==1E三ごつ■ET三つ■E三三コ■E三三ヨ■亡三三コ■=三三ヨ■=三三コ■E三三ヨ■E三三三■=三 三三■E三つ=三"亡三三ヨ■ざ皇コ■三三Il

′一･･･し■■■】′1■ tnL

一一' A｢

頭'∵､芦 1〔

3
の
4

宇
井

草
さ
ん

色
を

つ
-
る
の
が
､
難

し
か
っ
た
｡

〔栗 山 川 〕

-1=HZ=日日=H;=ZZ=
LHZ=
;●H=
LHZ=
;;=
LH;H
H
HH
HH=
HZM
HH=
LH;=
;
;=
H;=
;

〔揚 水 場〕

2
の
3村

越
奈
津
美
さ
ん

建
物
が
細
か
-
て
､

難
し
か
っ
た
｡

九
十

五
才
姉

の
級
-
あ

る
初
笑

い

鈴

木

都
楓

(
椅

場
)

み
く
じ
結

ふ
枚

ゆ
ら
し

て
春
着

の
娘

布
施

和
代

(
二

又

)

人

の
汲
後
押

し

の
ぼ
る
初
詣

秋

山

一
泉

(
野

栄

町
)

初
利
-

の
え
旦

一
家
穏

や
か
に

椎

名

静

子

(
二

又

)

事
鼻
さ

は
寝

る
に
し
く
な

し
去
年
今
年

大
木
静
波

子

(
篠
本

二
区
)

着

ぶ
く

れ

て
キ

ご
と
立
居
う

と
く
な
-

椎
名

カ

ツ

(
椅

場
)

健
康
で
老

ゆ
る
を

願

い
屠
蘇

を
酌
む

鈴
木

と
し
子

(
宝

木
)

挨
拶
を
す

る

の
み

の
友
初
音

藷

伊

藤

車
扱

(
風

車

大
区
)

還
暦

の
身

を

い
と
お
し
み
冬
至
風
呂

鵜
川

せ

つ
子

(
篠
本

三
区
)

冬
木

立
ま

っ
す
ぐ
立
ち

て
日
の
中

に

土

屋

義
昭

(
虫

生
)

枚
塔

の
文
字

さ
ん
ら
ん
と
キ

明
く

る

椎
名

し
け
る

(
掻

揚
)





(13)広 報 ひ か り

⊂=)⊂1⊂二コrj⊂二⊃｢二〕[二コ〔二⊃⊂二一rlr_｣rー]r｣]LJ]

: .ノ . - I Ej -= 二 二一r.≡ パート18

_-=L-II=iI_I_三 至

厚生年金 ･国民年金の年金額か平成元年4月に

さかのぼって引き上げられることになりました｡

従って､厚生年金 ･匡L民年金とも既に平成元年

11月 ･12月に前月分までの年金額か支払T)れてい

ますので､平成 2年 2日の支払いでは改正後の年

金額と平成元年4月から､既に支払済みの月分ま

での差額とあオつせて支払オつれることになります｡

新年- 支払日く

厚 生年 金

国民年 金

老齢福祉年金

■2月1日

■2月15日

■2月15日

※厚生年金のうち郵便局での現金支払■2月13日

年金支払が年6回になります.〟

今まで年4回の支払であった厚生年金 ･国民年

金か平成 2年 2月から年 6回の支払になります｡

支臥月 ■ 2 ･4 ･6･8･10･12月

申告のとき

国民年金保険料を忘れずに

所得税の確定申告の時期かきました｡皆さんノは､

国民年金の保険料か課税所得額から控除されるこ

とをご存知ですか｡

平成元年 1月から12月まで納めた本人の保険料

や家族のために納めた保険料は､｢社会保険料控除

の扱い｣を受け､申告すれば所得額から控除され､

税金か安くなります｡

平成元年 1月から12月までの保険料は､下の表

のとおりです｡

定 額 保 険 料

平成元年 1月～3月 1ケ月 7,700円
平成元年4月～12月 1ノ7月 8,000円

1年 分 の 保 険 料 95,100円

定額保険料と付加保険料

平成元年 1月～3月 1ケ月 8,100円
平成元年4月～12月 1ケ月 8,400円

1 年 分 の 保 険 料 99,900円

*平成元年度中に納めた､62･63年度の保険料も

控除されます｡

●問合せ 住民福祉課年金係

電話84-1211内線155

福 祉 卓 :.辞 典

身相体障談堂 身体に障害のある方の更生援護の

相談に応じ､必要な指導､助言にあ

たる地域の奉仕者ですo
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醐
撃

申
告
を
-

な
く

2
月
16
日
～

3

月
15
日
ま
で

今
年
も
所
得
税

･
住
民
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
｡
忘

れ
ず
に
期
間
内
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
｡

こ
の
申
告
は
平
成
元
年
中
の
所
得
を
申
告
す
る
も
の
で
､
平

成
元
年
分
の
所
得
税
'
平
成
2
年
度
分
の
町
県
民
税
'
国
民
健
康

保
険
税
な
ど
の
課
税
基
礎
に
な
り
ま
す
｡

○
支
出
=
生
命
保
険
･

損
害
保
険
､
国
保

税
そ
の
他
必
要
経

費
と
し
て
控
除
で

き
る
も
の
の
領
収

書
等
､
印
か
ん
｡

･遍 L･,･･､

○
確
定
申
告
の
必
要
な
方

①
税
務
署
か
ら
申
告
用
紙
を
送
付

さ
れ
た
方
｡

②
平
成
元
年
中
に
譲
渡
所
得
の
あ

っ
た
方
｡

③
給
与
所
得
者
で
､
平
成
元
年
中

に
給
与
所
得
以
外
の
所
得
の
あ

っ
た
方
｡

○
住
民
税
申
告
の
必
要
な
方

①
確
定
申
告
を
し
な
か
っ
た
方
｡

②
給
与
所
得
者
で
､
勤
務
先
か
ら

役
場

へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提

出
さ
れ
て
い
な
い
方
｡

な
お
'
次
の
よ
う
な
方
は
､
住

民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
｡

○

税
務
署

へ
確
定
申
告
を
す
る
人
｡

○

給
与
所
得
の
み
で
､
他
に
収
入

が
な
-
､
勤
務
先
か
ら
給
与
支

払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る

人
｡
(申
告
書
が
届
い
た
方
は
住

所
､
氏
名
等
を
記
載
押
印
を
し

て
税
務
課
に
お
返
し
下
さ
い
)

◎
相
談
日

･
場
所

3
月
1
日
1
3
月
15
日

役
場
第
1
･
第
2
会
議
室

◎
相
談
時
間

午
前
9
時
～
午
後
4
時

(
土
曜
日
は
午
前
11
時
)

◎
申
告
に
必
要
な
も
の

収
入
と
支
出
の
わ
か
る
も
の

○
収
入
=
預
金
通
帳

･
仕
切
書
な
ど

前
年
中
に
収
入

(所
得
)
が
な

か
っ
た
場
合
で
も
申
告
が
あ
り
ま

せ
ん
と
､
所
得
の
有

･
無
が
区
別

で
き
ま
せ
ん
の
で
必
ず
申
告
書
は

提
出
し
て
下
さ
い
｡

な
お
､
申
告
は
国
民
健
康
保
険

税
の
軽
減
､
老
齢
福
祉
年
金
､
老

人
医
療
､
児
童
手
当
等
の
給
付
や

各
種
証
明
書
の
発
行
に
必
要
な
資

料
と
な
り
ま
す
｡

◎
青
色
申
告
の
お
す
す
め

青
色
申
告
に
は
､
数
多

い
特
典

が
あ
り
白
色
申
告
よ
り
有
利
で
す
｡

ま
だ
青
色
申
告
さ
れ
て
い
な
い
方

は
こ
の
機
会
に
是
非
青
色
申
告
の

手
続
き
を
お
進
め
し
ま
す
o

◎
還
付
申
告
は
2
月
16
日
以
前
で

も
受
け
つ
け
ま
す
｡

確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合

確
定
申
告
を
す
る
義
務
の
な
い

人
で
も
次
の
よ
う
な
場
合
は
確
定

申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
｡

①

マ
イ
ホ
ー
ム
を

ロ
ー
ン
等
で
取

得
し
た
場
合

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合
③
災
害
や
盗
難
に
あ

っ
た
場
合

④
年
の
中
途
で
退
職
し
､
再
就
職

し
て
い
な
い
場
合

⑤
給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
控
除

の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
場
合

譲
渡
所
得
出
張
相
談

日
時

3
月
1
日
･
2
日

午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時

場
所

役
場
第
1
･
2
会
議
室

税
理
士
の
無
料
相
談

日
時

3
月
5
日

午
前
9
時
30

分
～
午
後
3
時
30
分

場
所

役
場
第
1
･
2
会
議
室

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

譲

渡

所

得

の

申

告

-

ご
存
じ
の
よ
う
に
､
土
地

(借

地
権
)
や
建
物
な
ど
の
不
動
産
を

売

っ
た
場
合
に
は
､
譲
渡
所
得
の

申
告
が
必
要
で
す
｡

又
'
次
の
よ
う
な
場
合
に
も
譲

渡
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
｡

①
ゴ
ル
フ
会
月
権
､
貴
金
属
､
書

画
､
骨
と
う
品
な
ど
の
資
産
を

売

っ
た
場
合

②
借
家
権
を
譲
渡
し
た
場
合

③

マ
イ
ホ
ー
ム
を
売

っ
た
し
き
な

ど
各
種
特
例
の
適
用
を
受
け
る

場
合

④
土
地
や
建
物
な
ど
の
不
動
産
を

売

っ
た
場
合
の
ほ
か
､
｢交
換
｣
､

｢買
換
え
｣､
｢競
売

･
公
売
｣
､

｢代
物
弁
済
｣
､

｢離
婚
な
ど

に
よ
る
財
産
分
与
｣
､

｢保
証

債
務
の
履
行
｣
ぁ
る
い
は

｢法

人
に
対
す
る
現
物
出
資
･贈
与
｣

な
ど
に
よ
り
資
産
を
譲
渡
し
た

場
合

▼
問
合
せ

銚
子
税
務
署

0
4
7
9
⑳
1
5
7
1
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奨
学
生
募
集

町
で
は
平
成
二
年
度
の
町
奨
学

資
金
奨
学
生
の
募
集
を
し
ま
す
｡

●
対
象
者

経
済
的
理
由
に
よ
り

修
学
困
難
な
高
校
生

●
奨
学
金

月
額

1
万
円
｡

新
入
学
は
､
入
学
支
度
金
と
し

て
別
に
3
万
円
支
給
｡

奨
学
金

は
､
返
還
の
必
要
あ
り

ま
せ
ん
｡

●
問
合
せ

町
教
育
委
具
合
教
育
課

℡
㊧

2
4
6
0

第
37
回

県
営
農
改
善
実
績
発
表
大
会

｢
全
国
農
業

コ
ン
ク
ー
ル
｣
の

県
予
選
を
兼
ね
て
､
郡
市
代
表
者

に
よ
る
営
農
改
善
等
の
優
良
事
例

発
表
大
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ

れ
ま
す
｡

●
日
時

2
月
21
日
㈱

午
前

9
時
30
分
～

午
後
5
時

●
場
所

県
立
文
化
会
館

●
申
込
期
日

2
月
15
日

●
申
込

産
業
課

内
線
1-3

'一三一'■一一
■t■▼'t■'一一ll■▼■t一
書

一tl一'-一-1
t一
jtj

ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
の

揚
げ
ボ
ー
ル

作
り
方

〇
五
ね
ぎ
は
､
み
じ
ん
切
り
､
万

お 知 ら せ

(
風
刺

卑

風
J

●
テ
ー
マ

･
講
師

｢
企
業
に
お
け
る
労
働
時
間
の
あ
り
方
｣

銚
子
労
働
基
準
監
督
署

第

一
課
長

福
島
公
明

｢
時
短
の
動
向
と
中
小
企
業
の
対
応
策
｣

日
経
連

･
関
東
経
協

コ
ン
サ
ル
タ
ン
-

田
川
義
雄

●
日
時

2
月
23
日

(金
)

午
後

1
時
～
4
時

●
場
所

銚
子
市
勤
労

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
I

●
募
集
人
員

1-0
人

(会
場
で
直
接
)

●
受
講
料

無
料

●
問
合
せ

海
匝
支
庁
商
工
労
政
課
℡
⑳
8
0
5
0

｢雇左暴力集団の壊滅にご協捜 ｣
*皆 さんの近 くに､ こんな人物 い ませ んか ?

～入居 の際の不 自然 さ～

～身元の確 認 をいや が る～

～異常 な臭 いや物音 ～

～生活が不 自然～

●連絡先 八 日市場警察署 ℡⑫ 1305

極左110番 ℡0472㊧ 0110

能
ね
ぎ
は
､
小
口
切
り
､
ツ
ナ

缶
は
油
を
よ
-
切

っ
て
お
-
0

○
チ

ー
ズ
を
よ
-
ね
り
合
わ
せ
①

と
塩
､

コ
シ
ョ
ウ
､
パ
ン
粉
を

入
れ
よ
-
混
ぜ
合
わ
せ
て
お
-
｡

小川台 実川芳子さん

栄養改善推進員

材 料 (4人分 )

玉ね ぎ--･--- - ÷個

万能ね ぎ･-･･-- 6本

ツナ缶------1缶

ク リー ムチー ズ･-200g

堤 -･----- ･- ･小 さ じ÷
コシ ョウ-----少 々

パ ン粉 ---･--大 さ じ 5

小麦粉 --･- --適 量

卵 -------- 1個

ノヾ ン粉 ･･-･---適 量

揚 げ油 ･--･- -･適 量

サ ラダ菜

レモン

○
②
を
2
-
3
cm
位

の
ボ

ー
ル
に

し
､
小
麦
粉
､
と
き
卵

､
パ
ン

粉

の
順
に
つ
け
､
1-0
度

C
の
油

で
､
き

つ
ね
色
に
な
る
ま
で
揚

げ
る
｡

○
③
を
サ
ラ
ダ
菜
を
敷

い
た
器

に

盛
り
-
L
形
に
切

っ
た
レ
モ
ン

を
添
え
る
｡

◎
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多

い
牛
乳
､
乳

製
品
を
た

っ
ぷ
り
食

べ
､
よ
-

運
動
し
て
､
し

っ
か
り
と
骨
づ

く
り
を
し
ま
し
ょ
う
｡

◎
家
庭

の
味
､
手
づ
-
り
の
心
を

大
切
に
｡

お
-
や
み
申
し
上
げ
ま
す

一
月

十
五
日
現
在
受
付

(順
不
同
敬
称
略
)

行

政
区

StJEH
氏

名

年

齢

長

塚

%
吉
田

ち
.i

西
高
野

白

磯

古 作 新 桑 長 芝
間

屋 内 井 舞B≠家 崎
平成2年

L<2三42yOy7/21Xo13171311
郡 小 吉 飯 小 鈴
司 林 田 島 林 木

八
郎

六
郎清

た
け

栄
光

正

一

向
後
三
千
男

森
上

起
男

74 63 77 57 87 75 78 8182
歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳




